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まるよう、都市とは別の教育の制度化を進めて行った(Choque y Quisbert 206: 8; Larson 




















とした「巡回学校 la escuela ambulnteJ を実験的に導入した。農村に赴任する教師たち
は、旬、 6 キロメートル離れた二つの共同体をそれぞれ 15 日周期で移動し、その責任を果





















訓練的役割を持つべきであると考えるようになっていった (Larson 203: 18; Mamani 








y Quisbert 206: 8) 。彼らは、農村には、都市のクリオーリョやメスティソに対する教育
とは異なり、農作業の技術や手仕事を促進させるのに最低限必要な基礎教育を与えようと
考えた。そのために、都市の教師とは別に、農村地域に適した農村の教師を養成する必要
がでてきた(教員養成制度については 5 章で詳しく述べる)。こうした考えから、 190 年
5 
にスクレ市(チュキサカ県)に国で最初の地方教員養成学校 escuela normal rural が聞か
れ、その後、 19 年、ソポカチ区(ラパス市)、 195 年にウマラ区(ラパス市)、 196 年、




高等教育は不要と考えた。その考えは、 19 年 2 月 21 日の「先住民教育法」の制定に結
びっく(C hoque y Quisbert 206: 10 ・11; Larson 203: 18) 。この法では、先住民教育
の 3 つの目的、1)初等学校、 2) 職業学校、 3) 地方教員養成学校が定められている。初等
学校の教育内容は、 7 から 12 歳までの子どもたちに、スペイン語と簡単な手住事、国民の
文明的生活を教えることになっていた。また職業学校においては、 12 から 18 歳の若者に、










ボリビアでは、 1952 年に「国民革命運動党 (Movimento N acionalista Revolucioriario: 
MNR)J により「ポリビア草命」が起こり、 1953 年、大土地所有制を廃止する「農地改革」
が実施された。この改革において、それまで農村先住民を指すのに用いられて来た「イン
ディオ」という言葉は、「カンペシーノ (campesino: 農民)J という呼び名に置き換えられ
た。同じ 1953 年、教育改革が実施され、 195 年にボリビアで初めて国の学校教育に関す
る法規 r195 年教育法規 Cel Codigo de la Educaion Boliviana: CEB) J が公布された。
この r195 年教育法規」は、都市の教育と農村の教育を法的に分けており、 194 年の「教
育改革法J で大幅に修正されて今日まで効力を持つ。教育制度における二分化は、 94 年に









心に始まり、 20 年から 30 年代にかけて広がった 10 。学校の建設や運営にかかる費用の支払
い、教材の準備、さらに教師の契約まで、すべて先住民自身がおこなっていた (Mamani












の代表者たちは、 192 年に国の大臣に対して次のような訴えをおこなっている (Choque
Vitalno 192: 59) 。
私たちは祖国の法律が書かれる言語を読むことも、知ることもできず、しかし、そ
れに従わなければならないのです。・・・私たちは今苦悩していることに、子どもたち

















的で対等な「市民」を形成する役割である(ここで用いる「市民 J については 6 章で詳し
く述べる。)。
コムニダにつくられた学校は、最終的に、国の政治支配機構へと取り込まれ、あるいは、
























































教育人類学者のレビンソン、フォレイ、ホーランドは、 Th e cultural production 01 



























ボリビアの農村教師、学校を扱う主な研究は、ルイックスの αtizen factory (19) 、ア




























































2) Reforma Educativ Secrta 匂 Nacionl de Educaion ， Dicionario Bilngue: 
Quecha-Cstlno ， Castelano ・Quecha ，197 ， Centro Cultra JAYMA. 
3) criolo: アメリカ大陸で生まれたスペイン人






5) 現代の教育制度については資料 1 を参照。
6) その先駆者となったのが、アイマラ出身の歴史家ロベルト・チョケである。チョケは、
ボリビアの高地で 190 年代から 30 年代にかけ、植民地時代の共同体の先住民指導者であ
ったカシーケ(共同体の首長)の末商を名乗る先住民が中心となり、先住民運動を展開し
ていたことを明らかにした(C hoque 1985) 。この運動は、国の土地私有化政策による土地
収奪に対し、共同地を奪回することを目的としていた。チョケの研究は、この運動の中で、
先住民自らが学校を建設し、政府に対し学校への権利要求をおこなっていたことも明らか
にしている。チョケの研究をはじめとし、アンデス口承史研究所 (Taler de Historia Oral 
An dina: THOA) を中心に、先住民が推進したインフォーマルな教育や学校要求運動を明ら
かにする一連の調査・研究が展開されていった (Cf. Choque 192) 。さらに、カレン・ク
ラウレはチョケの研究を発展させ、共同体の学校建設の動きを、アシエンダ拡大への抵抗
を目的とした社会運動の一環として位置づけ、先住民学校の社会的役割を明らかにしてい
る (Claure 198) 。






8) モラレス政権時 (187-1872) 、大臣の一人であったカシミーロ・コラールは、先住民















10) 先住民の聞き取り調査から、 192 年までに、ラパスの先住民共同体には、先住民によ
ってつくられた学校が増加していたことが分かつている。共同体で設置された学校数を示
す数字は無いが、ブリエネンによれば、 1930 年代の半ばには、少なくとも 90 ほどの学校
があったとされ、 1907 年から 1年ごとにおよそ 50 ずつの学校がつくられた計算になる










(Mamani Capchir 192: 85 ・8) 。
13) ATHOA: Ar chivo del Taler de Historia OralAndi. (未公刊資料)
14) 近年、先住民のアイデンティティや文化的正統性をめぐる議論が世界的に展開される中、
ボリビアでは、 194 年に公布された「教育改革法J のもと、国が初めてボリビアが多民族・
多文化国家であることを承認し、国の政策として「二言語教育プログラム (PEIB) J を導
入している。






















































本研究の調査地であるコムニダ・カチャリ (comunida de Qachr i)は、ノルテ・デ・






















カチャリには初等教育 8 年 (5 年までの基礎教育と 3 年の中間教育)の公立学校と、国際
NPO 機関 K'anchy が運営するインテルナード(寄宿学校)がある。 201 年からは中等教



























筆者は2007年8月から 2008年 10月までの 1年2ヶ月コムニダ・カチャリに滞在した。
また、 2010年7月から 9月の 3ヶ月間、追加調査を行った。本研究の調査データは、主に
コムニダ・カチャリで行なったフィールド調査に基づく。カチャリのフィールド調査以外
に、 2005年 7月から 2006年 1月の 6ヶ月間、ボリビアの教育改革について政策レベルで














































雑穀類、ジャガイモやチューニョの代わりにオカ 8、パパリサ 9、ウサーニョ 10 などのイモ















































































































































































































































































































































































































































パパリサ(12aparlsa)、ウサーニョ(単組金)といったイモ類、大麦 14 (セパー ダ cebada)、小
麦 15(トリ←ゴtrigo)や、キヌア(♀旦盟主)、燕麦 16(アベー ナ avena)といった雑穀類、
ソラマメ 17 (アー バ haba)、エンドウ 18 (アルベハ arbcja)、タルウイ 19 (包主盟)といっ
た豆類が栽培される。集落地からティカノマ川まで続く山の傾斜面では、ジャガイモ、そ
してかなり小規模であるが、より暖かくなる雨季にはトウモロコシ泊、ロコト(トウガラシ)、
ニンジン 21、タマネギ 22、トウナ 23 (tuna:サボテンの実)、アルフアルファ 24が栽培され
る。家畜は、ヒツジ 25 (オベッハ obの局、ヤギ 26 (カブラ cabra)10---30頭、牛 27 (トロ
toro:雄牛、土地を耕すため)2---3頭、ロバ 28(ブロ burro)1"'2頭、豚 29(クチ比込山1)





































作物:キノア (chenopdium quinoa) ， 
ジャガイモ (Solanum sp.) ほか
家畜: リャマ (Lam glam glam) ， 





(Jalc ， Sun i) オユコ(Ul lucs tuherosu) ， 
オカ(Oxalis tuherose) 




(Ki chwa ， Quechua) 
ユンガ
(Yunga) 
トウモロコシ(Zea mais) ， 






サツマイモ(争 omea ha 白 ta 札
マニオク (Manihot esculen ta) ， 
果樹ー柑橘類，アボガド(Persa americn) ， 
チリモヤ(An noma muricat) ， 
グァバ(Psidum guayv) 。
綿(Cosipum hardens) ， 
コカ(Erythuoxyln coca) ， 
トウガラシ(Capsicum sp.) 
[大貫 1978: 71] 
25 
アメリカの人類学者 J. ムラが 1972 年に提唱した「垂直統御 control verticalJ 論である
(Mura 1975) 。ムラは 16 世紀の地方史料を分析し、先スペイン期におけるアンデス固有
の支配体系として、この「垂直統御」システムを明らかにした。それは、垂直的に分布す
る異なる生態環境 (f 垂直列島 archipielagos verticalesJ と呼ぶ。)を同時にコントロール
することで、必要な資源を手に入れるシステムである。たとえば、ムラは、 16 世紀半ば頃
にアンデスの山岳地帯で政治・社会的自立性を維持していたチュバイチュという民族集団
の事例をあげている。チュパイチュ族の集落は、およそ 30m から 320m に位置し、 250
から 30 世帯が生活していた。彼らの生業の中心は、主にトウモロコシとジャガイモを中
心とする農業であった。また彼らは、中核部の居住地から片道 3 日ほどかかるプーナで家



































































リ昌宣h 丘且Jと呼ばれる「パパ・セミアマルガ (pa semi-arg: 半分苦いジャガイモ)J 、
そして「パパ・ワイク pan huavk¥;U 、「パパ・イミージャ mna imlaJ 、「コイユ主位弘通」












せる。植えつけ(タルプイ主笠旦旦主)は、 10 月から 12 月ぐらいまで数回に分けて行ない、
また収穫(アリャイ豆JJ!y)も 4 月から 6 月にかけて数回行なう。どちらも 3、4 カ月を要
する。これは、「できるだけ新鮮なジャガイモが食べられるようにするためj であるが、予
測できない天候の変化に対し、収穫の危険性を分散するための農業技術でもある(山本


























いる。ジャガイモ畑として利用される 350m から 400m の土地は、広範囲に渡って小さ
く分割された土地が分散している。小さなものは 2 アール (20 rrl) から、大きくても 15
アール (150 rrl) ほどの畑(チャクラ生姐盟)がモザイクのように広がっている。これら
のチャクラひとつひとつが、各世帯によって所有されているが、ある程度まとまっている
わけではなく、飛び地のように分散して所有されている。人々が耕地を小さく分散させる


































地力の低いアンデス高地において重要な肥料となっている(山本 207: 20; 198: 14; 




























る。また、作物に直接風があたるのを防ぎ、霜を抑制するのにも役立つている (Morln 1982) 。
サヤニャの土地は、居住地より高いところのロマ(丘)の土地よりも比較的肥沃な土壌を
持つ。家畜はカンチャで毎晩眠り、住居近くで放牧する割合も高いため、マンタよりも土













































































































































































































































































































































































































が基本である(稲村 195: 72) 。ここであげるゴンサレス一家の例は、カチャリで一般に見
られる世帯構成をとっている(図 2・6) 。ゴンサレス一家は父フリオと母ブリッヒダを中心
として四女のデイシ一、 7番目の子どもで二男であるジョニ一、 8 番目の末娘フローラと孫















ように同居しているか、という観点から「核家族J r基幹家族 (8 旬 m family)J r拡大家族」










マJしカ1'1)-タ・ サロミン オクタピー ナ|
ゴンサレス・ (糊置でデャヤン〈コデャバ | 
デヨケ タに肋.3 人のンバに住〈
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ルカ但笠正盆)、カラローマ (Qarlom) の 5 つに区分されている(図 2・8) 。ゴンサレス一家
はランチョに住み、マカリオはラルカに、モリアーノ一家はカラロマに、オクタビオ一家
はトウナサニに住む。それぞれの世帯が家屋とその周りにサヤニャ(個人所有の土地)を
持つ。 40 代前半で未婚のマカリオは、 208 年の時点では年老いた母サトミナと一緒に住ん
でいたが、 209 年に母が亡くなった後は一人で住んでいる。もう一人の弟、モリアーノ (30
代後半)は妻フリアとの問に 4人の子どもを持つ。ブリッヒダの弟オクタビオ (40 代前半)
は妻エミリアーナとの聞に 6 人の子どもを持つ。オクタビオの場合は母エノセンシアと同
居しており、二世代の夫婦が同居する「基幹世帯」の形態をとっている。カチャリの世帯
の多くは、核世帯の形態をとっている。 56 世帯のうち 15 世帯が同じ家屋に二世帯の夫婦が
住む「基幹世帯」の形態をとっている。
カチャリでは、およそ半分がカチャリ出身者同士の族内婚 (56 組中 27 組)である。妻が






消して独立し、家を構える(佐藤 1986: 14 ・145) 。子どもは結婚すると出て行き、結婚は
ほぼ年齢順であるので、末息子が両親と家に残るケースが多い(佐藤 1986: 146) 。しかし、
住居は別となっても、土地や家畜の共有は維持されている。
男性と女性が“一緒になる" (テインクイ且旦 kuy) 婚姻において、親族システムが少ない
資源の利用を可能にする戦略としてはたらく。男性は結婚することで父親から土地が与え
られ、「若者J (ヨカリャ且姐豆ill)から「一人前 J (カリ g笠1: 夫)41 になる。また女性も結婚
で男性の家に入り、自分の家畜を育て、「女の子J (イミージヤ盟皿金)から「一人前 J (ワ
ルミ翌泣旦Dになる。男性と女性は夫婦として家に住んで初めて、コムニダの住人(社会単



































く親族と知人とのつながりを持っていることだと述べる(C apro 194: 204-5) 。一方、
「貧しさJ を示す「ワフチヤ笠姐盛」は、先住民にとって物質的な貧困よりも、世帯の関
































(エスニック・エコノミー )J とよぶ (Haris 1982: 72; 1987: 8・10) 。
ハリスによれば、ライミの人々が行なう交換 43 は、同じアイユ(コムニダ)の成員と、














































を保護するという「互酬協定J (Plat 1982) により、アイユ・システムが維持されていた。
調査者が入ったサカカ地域では、今日すでにアイユ・システムは残っていない。
2) 先スペイン期アンデス地域の社会政治システムを明らかにする民族研究が行われてい
る。代表的なものに、イギリスの人類学者t プラットや o. ハリスなどの研究がある。
3) ポトシはもともとアイマラが住んでいたが、インカ時代になり、ケチュアが拡大し、そ
の後スペインに植民地化された歴史を持つ。
4) Instituto Nacional de Estadistica: 国勢調査局
5) サカカの町役場が持つ統計によると、人口 320 人(男性 175 人、女性 145 人) 60 世帯
となっている。都市と農村を行き来する半移民 (migrados semi-permanets) が多いた
め、実際の人口は統計よりも少ない。
6) 乾燥ジャガイモ。前の晩ぐらいに水に浸し、もどしておく。その加工法は註 3 を参照。
7) キヌア(臼 enopdium quinoa) 。
8) オカ (Oxalis tuberosa) 。
9) パパリサ(臼 lucs tuberosu) 。
10) ウサーニョ (1} opaelum tuberosum) 。





13) ジャガイモ (Solaum tuberosm) 。
14) 大麦 (Hordeum 四 19are) 。
15) 小麦(']}ゴ ticum aestivum) 。
16) 燕麦 (Avena satisa) 。
17) ソラマメ(V icia fab) 。
18) エンドウ (Pisum sativum) 。
19) タルウィ (Lupins mutabils) 。
20) トウモロコシ (Zea mays) 。
21) ニンジン (Daucs carota) 。
2) タマネギ(Al lium cepa) 。
23) トウナ (ノパルサボテン)。
24) アルファjレファ(M edicago sp ふ
25) ヒツジ (Ovis aries) 。
26) ヤギ (Capr aegrus) 。
27) ウシ (Bos taurs) 。
28) ロバ (Equs asinu) 。
29) ブタ (Sus scrofa domesticu) 。
49 


































報告がないに等しい(木村 197: 145) 。筆者の植えつけ、収穫、放牧を手伝った経験に基
づけば、 208 年カチャリでは、ひとつの世帯がひとつのマンタに所有するチャクラは 10

























43) ライミは、 380m から 500m の標高を持つスニ(プーナ)と 200m から 350m の
標高を持つリキナ(谷間)との不連続した土地を持ち、一方の土地に着くには数日かかる。
































校)である(配置については図 2・8 (p .4 3) を参照)。
カチャリにつくられる学校には、カチャリとカチャリ周辺コムニダの子どもたちおよそ
140 人が通う 1。カチャリの公立学校の教育課程は、 208 年は初等教育 8 年(第一サイク
ル 3 年、第二サイクル 3 年、第三サイクル 2 年)であったが、 201 年に初等教育課程に加




ニダに分校を持つ形態をとっている 3。中心・母体となる学校(本校)は「ヌークレオ (r 核J
を意味するスペイン語)J 、分校は「セクショナール la escuera secionalJ と呼ばれる。カ
チャリの学校は「ヌークレオ la escuera nucleoJ と呼ばれる本校であり、周辺の複数のコ
ムニダに分校を持つ。
カチャリの学校は 1960 年につくられ、設立当初はコムニダ・ヴィラヴィラの本校に属す
る分校であった 4。教育課程は 2 年生までであり、 20 人ぐらいの生徒を 1 人の教師が教え
ていたという。そして、カチャリの学校がサカカ区の管轄のもとで新しくヌークレオにな
ったのは、 197 年である。現在は、カチャリ周辺の 10 のコムニダ(サン・ルイス、ケア
ケア、ラユパンパ、クシユニ、ピチュヤ、ケナハウア、レウケニ、 トトロッコ、チュンガ
ラ、リャパリャパ)に分校を持つ(資料 5) 。分校の中には 8 年生までの教育課程を持たな









利用する寄宿学校である。子どもたちの中には、ハンカラチ(徒歩 4 時間)、ラワラワ (3





には、およそ 40 人から 60 人の子どもたちが生活している 6。
主に農村地域につくられるインテルナードは、本来は国・地方行政で管理・運営しなけ
ればならないが、財政難により、カトリック教会や海外の NPO によって管理・運営されて
いることが多い。カチャリのインテルナードは、国際 NPO 機関「カンチャイ [K'anchay (ケ
チュア語で「光」を意味する) ]J が、スイスのカトリック司教協議会 (CARITAS SurZA) 















































































































































12:0"'14 : 0 昼休み
14:0"'14: 40 3 時間目
14:40"'" 15 : 0 休憩









12 : 0" 13 : 0 
13 : 0"14 : 0 
14 : 0"16 : 0 
16 : 0"16 : 30 
16 : 30" 16 : 50 
18 : 0"
19 : 30"2 : 0 




3 月 23 日 海の日
5 月 1 日 サン・ファン
5 月 27 日 母の日
6 月 6 日 先生の日
6 月末から 7 月半ば 冬休み
8 月 2 日






















9 月 21 日
サン・ルイス・デ・サカカ(サカカ)
学生の日











































































































































208 年に初等教育を修了し、翌年からサンタクルス 10 の高校に進学することになっていた

























































註1) 208 年の生徒数はおよそ 140 人、教師は 9 人であり、 201 年の生徒数は 20 人、教師
は1 人である。201 年の生徒数は、サカカ地区の教育事務所の登録名簿に基づく(資料 6) 。






5) カチャリでは、 206 年に初めての中等教育修了者が出ている。

















































































































学校では、まだ初等教育課程までしかなかった 208 年、校長(女性)が 1人、 1年生か
ら8 年生までを教える 8 人(男性 3 人、女性 5 人)の教師がはたらいていた。 201 年には
初等教育課程に加え、就学前教育 (Inicia l)と中等教育課程が導入され、学校ではたらく教
師は、校長(男性) 1 人、就学前教育(セクション 2) 1人、初等教育 I年生から 8 年まで




































1 年生 部屋 G0 教室







































































草を両手一杯にすく。ってその中に入れ、教師に渡す。モニカは、「マシュカ(いくら) ? J 
と聞くと、フアナが f2Bs. (ボリビアー ノ )oJ と答える。モニカはほうれん草で一杯にな
った器を近くの机に置き、彼女がいつも町から背負って来るリュックを開いてコカが入っ
















「あの先生はどんな先生 ?J という筆者の質問に、人々は「あの先生はもう 5年もここ
に来てはたらいているよ。最初はスペイン語しか話せなかったのに、今はもう私たちの言






















































近代的市民生活に組み込むため、農村の「悪い習慣 mal costumbreJ を変えなければなら
ない。
















「文明化されてない(遅れている) no civilizadoJ という言葉がある。彼女がこの言葉を発








教師たちがコムニダに都市近代化が必要と考える問題には「貧困 pobrezaJ と「怠惰 flojoJ 、













こで一日 10 ボリビアーノ(約 10 円)で泊まってはたらいているんだよ。彼らの食事だ、っ










































































































































































人目につかないように運ぶ。もし人目につけば、多くの場合「ゴリワイ(ちょうだい) 0 J 
と言われ、分け与えなければ「サフラJ と言われるからである。 rそいつは食べものを共





















































































































































































1年のうちに 3回の PTA 会議への出席
インテルナードでは、 60 人前後の子どもたちと教師の食事の支度や、また、インテルナー
ドの建物の修理や畑仕事、家畜の面倒のための労働力を親たちの手を借りることで補って

















り、多くは 2 っか 3 つの丸がつけられる程度である。
アイニやミンカなど、コムニダにおいて人々が結ぶ交換関係は、厳格な計算に基づく等
価交換ではなく、人々の「気前のよさ」や「寛容さj が伴う不均衡な交換を前提としてい






































































7)カンチャイが発行するパンフレット K 'a nchay (発行年が明記されていなしミ) ，p1 より引
用。
8) 1 アローパ=約 11. 5kg
9) 先スペイン期から続けられて来た慣習であり、各コムニダで毎年行なわれる。



























































































指標からは、農村部と都市部の格差は大きく(重富 207: 68-70) 、国の開発や政策で解
消すべき問題となっている。都市や町からアクセスの悪いコムニダにつくられる学校は、
































y Quisbert 206: 8; Larson 203: 18; Yapu 203: 25; Mamani 192: 83) (1 章を参照)。
ボリビアで最初に作られた教育に関する法律 f195 年教育法規 (e1 Codig de 1a 






















こで 3 年勉強し、卒業後、最初にトラカリ(サカカ区)に赴任し、そこで 3 年、その後チ
ョフリャ(カリプユ区 j に2 年、タパカリ(コチャパンバ・タパカリ区)に 10 年はたらい




る教員養成学校 Oas esculas normales あるいは Instiutos Normales Superioes: INS2) 
を卒業しなければならない。ボリビアの教員養成学校は、都市の教師と農村の教師とに分
かれ、前者はラ・パス、オル一口、コチャパンパなどの主要都市に、後者は農村地域のあ
る程度の人口を持つ町に設置されている。都市の教師の養成学校 Oas escula normales 
urbans) は、都市の学校ではたらくことを希望する教員志望者を、農村教師の養成学校(las




教育省ではなく、当時の農民省 (Minsterio de Asuntos Campesino) の管轄となってい
た。教育内容は、都市の養成学校で定められる一般教養(数学、スペイン語、地理、歴史、
工作)、専門(心理学、教育学、社会学、法学、教授法、教育実習)に加え、農村教師の養
成学校の教育内容には、農牧業、地方産業、保健衛生が含まれていた(Y apu 203: 1η 。さ




域には都市とは異なる「農民(カンペシーノ )J 一一すなわち先住 f国民J 一一に向けた教
育が用意されていた。 i195 年教育法規J がつくられた後、 195 年の教育改革を含むいく




の分析が行われている(資料 10) 94 年の f教育改革法」は、「高等教育 6 章 15 条」でこ
の二分化の廃止を明確に定め、すべての教員養成学校(las Escuela Normales) が高等教員















きく分けて、幼児教育 (educaion pre ・escolar) 、初等教育 (educaion primao) 、中等教






されているのが「マエストロ・ポリパレンテ maestro polivalenteJ の資格及び「アーニョ・

















最初の 2、3 年は農村地域に赴任することを義務づける制度である 9。この制度は、 94 年の
教育改革法で都市と農村の教員養成学校が統一されたことで名目上廃止されるが、実際は
96 
続いている。 201 年にカチャリに赴任して来た女性教師レイナ (20 代前半)は、その前の
年にポトシ市の教員養成学校を卒業したばかりである 10 。ポトシ市からカチャリは、およそ




























く、大人の書類手続きにも農村教師の助言や仲介役が求められる。 208 年は、 60 歳以上の
























師たちは国あるいは NPO から派遣され、村で生じる「問題J を政治レベルで解決する役割
を持ち、時には「合理的J 立場から村全体に関わる問題を解決する調停者、国と農村との















まれたカトリックの習慣としてのコン ム午0 1 一一|ム =0
パドレ/コンマドレ関係(実父母と代 蹴 | 詞 |一一一 | 
コンパドレ/弐〆ず l 
父母の関係)、またはパドリーノ/マド ドレ ・
リーノ・イハード関係(代父母と代子) I .パドリり/マドトノ/' -./ 
で形成される擬制親族が社会的に重要 / /  
となっている。カトリックでは、洗礼 ./ケ/' -0'- ド

















ら社会的、経済的な協力関係をとりつけるという側面がある(青木 201: 58) 。
カチャリでは、サカカや都市から来る教師たちにコンパドレとなってくれるよう依頼す
るケースが見られた。著者が調査した 208 年、洗礼を受けた 6 人中 3 人の子どもに、 201


































































































































事を得るための唯一の選択肢でもある(Luykx 195: 52) 。
「なぜ教師になろうと思ったのかj という質問に対し、カチャリではたらく教師の多く
が、「お金が無い私たちにとって、職を得られる唯一の方法であるから」と答えている 14 0










とになった。カチャリが最初の赴任先で、 201 年で 3 年目になる。カチャリでは、 201


































大きい。 8 人兄弟の4 番目に生まれ、上 2 人の兄と姉とは違い、初等教育を卒業後、パチ
レラートまで修得したペドロは次のように話す。





































































註1) ボリビアでは、 1952 年に「国民革命運動党 (Moviment Nacionlsta Revolucionario: 
MNR)J によって「ボリビア革命J が起こり、それは「鉱山の固有化」、「普通選挙法の
実施」、「農地改革J r教育改革」に特徴づけられる。 MNR による教育改革のもと、 195
年 1 月 20 日に教育法規が公布された。 5 編 42 章 325 項からなる。
2) 195 年に行われた教育改革では、すべての教員養成学校 Oas Escuela N ormales) は
高等教員養成機関(I nstiuto Normal Superio) に変えることが目指されている。(註 5 を
参照。)
3) この法規では、教員養成制度は、農村教員養成学校 Oas Escuela Normales Rurales) 、
国民教員養成学校 (Escuela Nacionl de Maestor) 、高等教員養成機関 (Instiuto Normal 
Superio) 、体育教員養成機関(I nstiuto Normal de Educaion Fisica) 、教育科学高等部
門 (Departmento Superiod Ciencas de la Educaion) からなる。
4) パリエントス政権のもとに行われた 1968 年の教育改革で、 196 年教育法の成立により、
最初に農村教員と都市教員の養成制度の統一化が示される(M EC 198: 51) 。また、 1975 年
に制定される教員養成学校法 (Ley de Escuela Normales de Boliva) でも、都市と農村
の教員養成の統合を目指すことを定めている。
5) 94 年の教育改革法では「都市教員養成学校と農村教員養成学校は、高等教員養成機関
(Instiuto Normal Superio) に変わり、教育システムに必要な教師たちの養成と研修を
行う。 (94 年「教育改革法」高等教育 6 章 15 条)J と定められる。すべての教員養成学校(las
Escuela Normales) が高等教員養成機関に変えられる目的には、高等教育機関である大学
と教員養成学校とのシステムの統一化がある。同じ 6 章 16 条では、「高等教員養成機関を
卒業し、国家教員資格を持つものは、その学術的学業知識により、大学の学士号の学業に
相当する。」と定められる。これによって、 205 年、教育省は、全国で 17 校のうち 10 校
の教員養成学校の運営が大学に譲渡され、高等教員養成機関となったことを報告している
(M E 205) 。
6) 教員養成制度に並び、ボリビアの学校教育に関わる立案・政策に発言力を持つ教員組合
も、都市員組合と農村教員組合に分かれており、両者の間にはしばしば対立も見られる。
7) 初等教育は第 1 周期(I "'3 年)、第 2 周期 (4"'5 年)、第 3 周期 (6"'8 年)からなる。
8) rアーニョ・デ・プロビンシア」はスペイン語で「地方の年月」を意味する。
107 
9) 1975 年に制定された教員養成学校法(註 4) では、都市の教員は少なくとも最初の二年は
地方に行くことが義務付けられている。また、教員の昇格試験を受ける条件として、この
義務が果たされることが定められる。











12) 20 年の統計で、初等教育における代行教師の割合は、農村地域で 26.5% 、都市地域
では 14.0% となっている(M E 204: 72) 。カチャリでは、幼児教育から中等教育 (201 年
から導入されたため、一年のみ)まで、 1 人の教師がはたらくが、うち 2 人の教師はイン
テリーノであり、 1人は先にあげたノルマルを卒業したばかりのレイナである。カチャリ周
辺のコムニダの学校では、資格や経験のない教師たちが多く働いている。
13) 農村教師の給料は、 714Bs. (約 95 ドル) "'78Bs. (約 10 ドル)である。都市の教師











































































































































『ミグランテ(migrante: 移民)~じゃないんだよ。 J と言う。「じゃ何 ?J と聞くと、少し考




先住民が持つ都市と農村とのつながりは、 J. ムラ (1972) が提唱した、アンデスの生存
戦略として、異なる高度を持つ生態環境の空間・資源を管理する「垂直統御システムJ の
今日の新たな形であることはいくつかの研究が指摘している(例えば Haris 1978: 51; 















足を運んで中学校の授業を受けている。 208 年で 6 年目となり、その翌年の 209 年には
中等教育を修了する予定である。母のブリッヒダに「彼女もバチレラート [bachilerato: 中
等教育(日本の中学・高校に相当)修了資格 )J をとったら、都市ではたらくんだね」と言
うと、ブリッヒダと父のフリオがうれしそうに「そうだねJ と返す。 2 章で述べたように、
ゴンサレス一家は8 人の子どもをもつが、すでに 6 人の子どもは外に出て行ってしまい、





































3・1.農村の学校で祝われる「先住民の日 dia del indioJ 
ボリビアでは 8 月 2 日は「先住民の日 dia del indioJ 2 とされている。ボリビアの国の歴
史において、重要な出来事があった日と言われる。一つに、 193 年、国で最初に農村のコ
ムニダに学校を創設した日である。二つ目は、ケチュアの代表的詩人であるファン・ワイ
パリマチ 3が 186 年に国の独立戦争のために戦って亡くなった日とされている。 1937 年に
へルマン・ブッシュ大統領が、国の歴史的舞台に先住民が登場した日であり、先住民に栄
誉を与える日として 8 月 2 日を「先住民の日」と定めた。さらに三つ目として、 1953 年 8
月 2 日には、国民革命運動党 (Movimento N acionalista Revolucionario: MNR) 政権によ
って行なわれた「ボリビア革命J (1952 年)のもと、大土地所有制を廃止する「農地改革 J
の調印がされた。農地改革では、「土地は耕す人のもの la tiera es del quien trabajaJ とし、
14 
大土地所有制のもと奪われた土地はすべて農民に返され、小作人としてはたらく農民(先
住民)を解放した日とされる。毎年 8 月 2 日、農村の学校では「先住民の日J を祝い、行
進、歌や踊りなどの催しがされる。




カチャリの学校では毎年 8 月2 日とその前後の日を含む 3 日問、 f先住民の日J のイベン
トが行なわれる。他方の 8 月 6 日はサカカの政府機関と教会が建つ中心広場において、国
の独立記念日を祝うイベントが開催される。インテルナードの教師セサールは r8 月2 日は







筆者は、 208 年と 201 年の二回、カチャリの学校で行われる「先住民の日」のイベン




カチャリの学校での「先住民の日 J のイベントは 8 月 2 日の「先住民の日」の前夜から
始まる。




































教師 rハヤヤ、 8月6日!J全員 rハヤヤ!J 
教師 rビバ、 トゥパック・カタリ!J全員 rビバ!J 
教師 rビバ、 トゥパック・アマル!J全員 rビバ!J 
教師 rグ口リア、シモン・ボリーパル!J全員 rグロリア!J 
教師グロリア、エリサルド・ペレス!J全員 rグロリア 1J 
教師 rグロリア、アペリーノ・シニャーニ!J全員 rグロリア!J 
教師 rグロリア、スクレ!J全員グロリア!J 



























































































































の国旗や紋章、国歌斉唱、教師のスピーチにおけるスペイン人の国民的英雄の名前、 8 月 6
日の国の独立に関わる出来事の説明からは、学校で「先住民の日」が「ボリビア国民」の
イベントとして祝われているとみることができる。「先住民の日J を取り上げるこれまでの
研究は、学校を通じたコムニダへのナシヨナリズムの浸透とする見方を持つ (Goωse 194; 
Harvey 197; Luykx 19; Howar 吋d
ノルド、ヤピタとその他は「先住民の日」のイベントでは、コンフリクトの状況が認めら
れると指摘する(Ar nold ，Yapit y otros 205: 140 ・14 1)。教師たちは、ワリサタの先住民
学校の創設、農地改革、ボリビア国家の独立を入念に結びつけ、国の公務員としてだけで
なく、インディヘニスタ(先住民擁護)の立場に立つと彼らは主張する。国の独立と、先






















































1) Haris ， J. ， Civil Society 血 British Histo ry， Oxford ， 204 ， p.8 ・9.
2) 先住民をさすスペイン語「インディオj という名称は差別用語となっている。「先住民の日j
は一般には「インディオの日 dia del indioJ と呼ばれるが、最近では「農民の日 dia del 























































本研究に関するフィールド調査を開始したのは 205 年の夏である。 205 年 12 月にボリ
ビアの大統領選挙が実施され、翌年 206 年の 1 月、エボ・モラレスがボリビアで初めての
先住民出身の大統領として就任した。モラレス大統領の就任後、国の植民地主義的支配構













註1) 同年 3 月 18 日、国名をそれまでの「ボリビア共和国 Republica de BoliviaJ から「ボリ
ビア多民族国 Estado Plurinacional de BolivaJ へと変更した。
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ボリビアの学校の制度は、就学前教育(2 年)、初等教育 (8 年)、中等教育 (4 年)、高等教育
(4 年半および 5 年)、技術・農業・職業教育・教員養成 (3 年)からなっている。またフォー
マル教育を補完するものとして障害児教育などの代替教育(ノン・フォーマル教育)がある。
初等教育は、義務・無償制にしており、 8 年間を 3つのサイクルに分けている。第 1サイ
クルの 3年間は基礎学習期 (Ciclo de Aprendizajes Basicos) 、第 2サイクルの 3年間は、
1 
実践学習期 (Ciclo deAprnizajs Esenciales) 、第3サイクルの 2年間は、応用学習期 (Ciclo
de Aprendizajs Aplicados) となっている。
中等教育は 2 年ずつのサイクルに分かれる。第 1 サイクルは技術学習 (Aprendizajes
Tecnolgicos) があり、第 2 サイクルは中級技術学習コース (Aprendizajes Tecnios medios) 




変革における教育改革により、 201 年から、すべての教員養成学校 Oas Escuela Normales) 
は高等教員養成機関(I nstiuto Normal Superio) に変えられ、修業年限も 5 年となって
いる。




事務所 (Servico Departmnl de Educaion: SEDUCA) が設置され、県全体の教育を
指導、計画、調整、監督する役割を担っている。学校や教室の建設などは、県の役割とな















資料 3. カチャリの各世帯の家畜数 (20 世帯) (208) 
ヒツジ ヤギ 口1¥ ニワトリ ブタ
32 2 o 
2 30 。 2 
3 30 。 。
4 28 。 2 2 
5 24 。 o 
6 29 。 2 。 2 
7 。 28 2 2 
8 24 。 o 
9 34 。 o o 
10 32 o 2 。 2 
11 14 o 3 2 
12 。 30 o 2 。
13 2 o o 
14 27 o 2 2 
15 2 14 2 。 2 
16 18 o 2 2 
17 32 。 2 2 o 
18 28 2 o 。
19 12 o 2 2 
20 30 。 。 。 2 
lV 
資料 4. カチャリにおける婚姻 (56 世帯) (208) 
族内婚 | 族外婚


































































資料 6. カチャリの学校に通う子どもの登録数 (201)
※サカカ地区教育事務所のデータより
教育課程 学年 男 女
就学前教育 セクション1 / / Nivel Inicial 
セクション2 9 3 
1年 2 5 
第一
2 年 12 6 
サイクル
3 年 7 11 
初等教育 1年 (4 年) 17 10 
Primaria 
第二
2年 (5 年) 12 10 
サイクル
3 年 (6 年) 17 18 
h男AヨF ニ-ユ- 1年 (7 年) 20 8 
サイクル 2年 (8 年) 7 9 
1年 9 10 
中等教育 2 年 ------ ---Secundaria 3 年 ------- ---4 年 ------ ---12 90 
Vl 
資料 7. カチャリのインテルナードの生徒の登録数と出身コムニダ (201)
※実際に通学する生徒の数と一致。
教育課程 学年 男 女
就学前教育 セクション1 戸戸 /戸 -戸戸 - ------Nivel Inicial セクション2 ------- ---
第一
1年 ------ ----2年 --戸戸 - - - 戸 - 三竺竺プ「サイクル
3 年 ------ ~ 初等教育 1年 (4 年) 3 
Primaria 
第二
2年 (5 年) 5 
サイクル
3 年 (6 年) 7 3 
第三 1年 (7 年) 12 2 
サイクル 2 年 (8 年) 4 2 
1年 2 3 
中等教育 2 年 戸- - - 戸戸 J 戸戸 - - - ------Secundari 3 年 〆竺 - ------4 年 ------ ---- 3 12 
生徒の出身コムニダ












208 年 201 年
就学前教育 初期学習 / / Nivel Primeos Inicial aprendizajes 
前就学総合学 1 セ 4 歳 / 習 クシ〆 ，、ヨInicial ン




初等教育 第 1年 6 歳 校長含め 校長含め|
一
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資料 9. 教員養成システムの組織図(1 987)
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資料 1 O. 教員養成学校の都市と農村の二分(1 987)
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ATHOA: Ar chivo de Taler de Historia Oral An dina. (ボリビア国立ラパス文書保管 (ALP)
に所蔵。)
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ME (M inisterio de Educaion) 
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